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人ご儀逗の心

新 年 を 迎 え て

会長 り|1井  秀夫

新年明けましておめでとう御座います。

会員各位には、清々しい新たな思いで新年を迎えられた事と存じます。

今年も心身共に健全な、公私両面で充実した一年であります様、心から念じております。

さて

今年は十二支では亥年ですが、08'年は (来年の事を言うと鬼が笑いますが〉千支で

は例年になく地球規模で大きな変化があると言われており、その予備年である今年が良い

時代めスタートであればと考えております。

よく四字熟語で「猪突猛進」の言葉が聞かれますが、少し立ち止まって来し方、行く末

を考えるのも必要では無いでしょうか。

本会も発足後六年目に入ります。昨秋、曽爾高原での五周年記念行事には多数の参加者

を迎え、色々な研修と懇親の輸が広がり、有意義な二日間でした。

過去をベースにして、これからの 5年をどうするか。今年の大きな課題と位置付けt活

動行事の充実t会の構成・運営の在り方、会報誌の刷新、活動資金の確保、新会員の勧誘

等々。会員各位のご意見を反映し、幹事諸氏とも議論を詰め、それぞれの価値観が違う

中で一元的な形は難しいとは思いますが、発展的に思考を続けたいと思います。

私事で恐縮ですが、先日ノロマな事でノロウイルスに感染致しました。幸い三日FFtで本

復致しましたがt日 頃の鍛練の場と安堵致 しました。高齢化が進む中で認知症の予防マニ

アルも喧しく報道されております。有酸素運動・知的活動
。人との会議・ 食生活 等々 無

関心でおられなくなって基ました:老妻`いながら会の活動にはこれらの事が自然に実行
で

きる場が有ります。
「
と,ぞ今年も気楽に現場へお出掛け下さい。

「意欲を持つJ「無理をせず」「楽しく」をモットーにお互い頑張りた
いと思います。

ご支援の程よろしくお願い申し上げます。

wITH YOU nature&person in NARA
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月度例会 「春日山原始林自然観察会」報告

担当 林 令子

日時 2006年 12月 4日 (月 )近鉄奈良駅 行基菩薩像前 10時集合
行程  近鉄奈良駅――新公会堂横一―春曰山遊歩道入りローー若草山三二音切り地
蔵十~遊歩道一一破石バス停 解散 15時 30分 歩行距離 約 11キ ロ

参加者 山田、門田、岩田、宮澤、家入、小嶺、宮日、人尋、弓場 (厚)弓場 (京)市
村 (勝)市村 (米)斎藤、平塚、小田、林 (下見 吉村)

快晴、総勢 16名 でスタート、初めて参加された方があり、途中で簡単な自己紹介を

し合う。まだ紅葉が十分見られる奈良公園を通り抜け、いよいよ春日山遊歩道に入る。|

配布した『春日山原始林の樹木Jを片手に「ムクロジあるあるJ「コシアプラ付きツク
パネガシはあれやJと表を見ながら樹木チェックに余念がない。役にたうてよかったと

樹木の分布表を作つてくれた「ならなぎ」の山田一子さんに感謝 !(私も雨め降る中、
道案内をし少しだけ同定に協力したのに誰も認めてくれないのでつ  少し歩くと突然
陽に映えた素晴らしい紅葉が日の前に広がる。「きれいやな :Jの声があちこちから聞
こえてぐる。まかうた晴れてくれて、、、量シアプラ、タカノツメの透き通るような黄葉

も美しい。12時頃若草山山頂に着き、暫く周囲の景色を眺めた後、駐車場に出るとメ
ンパーの■人は座り込んで弁当を食べる態勢。少し先の小屋で昼食をと考えていたがま
―いいか日差しは暖かいしと妥協、昼食タイムとなる。食後ドライプウエイに入り

'大

本や古木の多さ、山の深さに感動しながら首切り地jllに着きひと休み。忘年会の開始時

FElも気になり少し急ぎ気味に滝坂の道の上を走る春日山遊歩道に入る。又ここで柔らか

い夕陽が紅葉を美しく染めてくれる素晴らしい光景に出会う。ありがとう!3枚残つて

いたギァギつ業の匂いをみんなで嗅ぎ、足を速めて破石バス停近くに出る。予定通り3

時 ,0分、.ここで
「終わり,今Jを し、お帰りになる方を見送り、残つた者は忘年会会 :

場の万葉荘に入る。

忘年会の様子もちょつびり、、

参加者13名 川井会長は体調不良の為欠席され弓場 (厚)さんに進行役をお願いす
う,勝甲 (緑)挙ん撃忘年会の為:F駆けつけてくださった。3っのテープルに分かれて
和やヵlこ喋り、集い、食ヽ 、飲み クライマックスの飛鳥鍋雑炊をいただいて6時ごろ
終了する。お疲れ様でした。
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第 19回近畿自然歩道 。まほろばの路・
   機 、繊 産デカJ駒 行事報告

12月 12日 (火)午 前 10時 30分

JR五條駅集合  天候 小雨後曇
(参加者〉 守口京子、宮澤喜代子、福谷苓子、川井秀夫、林令子、弓場厚次、

寺田正博。 7名
小雨のなかコースの概要を説明の後、出発。本国のコースは平坦地であり、市街地が

多くのんびりした行程であつた。

五條駅から新町通り (旧紀州街道)べっ 桜井寺 (天誅組本陣跡)から「まちや館

木村篤太郎生家」見学。江戸時代の町並み景観を残す新町通りを散策
し、国指定天然記

念物「二見の大ムク」へ。推定樹齢千年のムクノキ`樹
高 21メートル、幹周り8。 5

メートル.「五篠の守り本尊」の神木として崇められている。すばらしい巨樹である。

弘法大師いわれの犬飼寺で昼食。上野公園から奇祭で知られる
「念仏寺」を尋ねて、

隅田駅にてミーテイング後解散。3時 16分発の電車に乗車。 (記 寺田)
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だだ押しの鬼の栖や念仏寺 川井 秀夫

12月 まほろばシリーズ。紀州街道を抜けて、念仏寺。

魏の本の巨木。陀々堂の藁葺屋根が印象的。

1月 14日 、鬼のだだ押 し行事が近い。煤けた堂宇に、鬼
の気配が漂う。

盛

小田 久美子

ご存知奈良県の県鳥。日本では「夏鳥」で冬申国市部で越冬

する渡り鳥です。 11ノ3、 滋賀県雨乞岳へ動力
°
シ、ミス・″の巨樹

を見に行きました。お弁当を食べていたらなんとコマドリと

遭遇 ! ビックリじ帰宅後調べて亜種の夕411マドリが冬も残ると

あリー旦ガッテンしましたが、秋が遅かつたので、その頃夏鳥

の渡り目撃情報が多くありますので、後発の渡りの途中だつた

のかも知れません「あんた早く行かないと寒くなる√ォ」。

オスの囀りが「ヒン・カラカラ」と聞こえることから、「駒鳥」と名付

けられました。 ウクやイス、精ルリと共に「日本三名鳥Jの一つです。 亜高山の樹木が生い茂
つた笹薮などが好き、山に登ると声が大きいので遠くでも囀りを聞くことは多いですが、

その姿にはなかなか出会えません。私も昔、舶倉鳥で見たきりでした。

英名 Japanese Robin(欧州ではヨ‐ロッハ
゜
・ロヒ
゛
ン)学名 Erithacus akahige Oカ ヒケ

゛
)とある

のは、シーボル トが持ち帰つた標本に博物館館長が学名を付け間違つたというお粗末なエ

ピソード付きの鳥です。因みに日本特産の動ヒケ
゛
には「コマト

゛
り」と付いたままです。
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会員の多くの方は,ご存知だと思いますが棚田の傍の里山も整備されている
ので参加しました。

里山が荒れている,特に葛や竹に侵入され,樹木が弱つている事は良く見聞き
するので,知つてはいた。

実際にその現場の中に入るのは初めての経験で,息をのむ程の驚きでした。
この林の現有勢力は竹が 1/2樹木 1/4枯死した立本 1/4である。かろうじて生

きている木々は光を求めて少しでも上に伸びようとして、まるで背丈だけ伸び

た貧血児の様に見える。その上に,ツ タ (く ず?)が巻き付いている木も多く
見られた。

竹には当然巻き付かない。生き延びている木々が悲鳴を上げてデヽる声が鈍感な

私にも聞こえる様であつた。

本日の竹整備班は奈良ネイチャーからは川井会長、古川、阿部,明石、の各
氏と出口さん他に女性 1人を含む合計9名 古川さんから注意事項あり (なるベ

く低位置の節の上で切る、雨が溜ると夏に薮蚊が発生する。倒す前は周囲に知

らせる等)

各々約百平方メートルに散り作業にかかる。ここのマダケは直径が約 1 0cm

程度長さも8m・位が多く、始めは緊張したが慣れると、段取りが解り整理も進

みだんだん明るく空の見える林になるのが楽しくて時間が経つのも忘れさせた。

振り返ると木々も喜んでいる様にも見えるが又、頼りなく立っている様にも見

える。健康な林になるには、息の長いアフターケアが必要だと感じた。天候も

良く全員無事故で、良い汗を流した 1日 でした。

新年には、一人の力は無力だが、もう少しだけ多く行動しようと思う。

12月 11日 小嶺 敏勝

4










	IMG_20130104_0001
	IMG_20130104_0002
	IMG_20130104_0003
	IMG_20130104_0004
	IMG_20130104_0005
	IMG_20130104_0006
	IMG_20130104_0007
	IMG_20130104_0008

